
全国健康保険協会（協会けんぽ）鳥取支部

　主に中小企業を対象とした医療保険を運営し、「働くひとの医療保険の最後の受け皿」
として、加入する従業員とその家族に安心を提供することを使命としています。また、本部
および47都道府県ごとに支部があり、支部単位で地域の実情に応じた取り組みを実施して
います。
協会けんぽ加入者数（2022年３月末データ） 
全国：約248万事業所、約4,026万人　　鳥取支部：1万519事業所、20万2,169人

保険料率について

全国健康保険協会（協会けんぽ）とは

　協会けんぽの健康保険料率は都道府県ご
とに異なっており、各都道府県支部の加入者
の医療費に基づいています。医療費が高い
都道府県支部ほど健康保険料率が高くな
り、医療費が下がれば健康保険料率も下が
る仕組みです。鳥取の医療費の現状を理解し
ていただき、健康的な生活習慣を目指すこ
とが重要となります。

保険料率の
上昇を抑えるための
取り組みについて
　医療費と健康保険料率の上昇を抑える
ために、協会けんぽ鳥取支部では加入者の
健康づくりを応援する取り組みを行ってい
ます。
　その一環として鳥取県と協働で「健康経
営」を推進しています。企業にとって、労働力
の維持・確保とともに生産性向上等のため
に社員の健康づくりを進めることが重要な
経営課題です。　
※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会
　の登録商標です。
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